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内陸地殻内地震における地表地震断層の有無は地震動特性に大きな影響を与える．地表地震断層が出現した場
合の地震動は出現しない場合(潜在断層)と比較すると，M7クラスの地震では周期帯0.3-3.0秒程度で弱くなるこ
とが報告されている(Somerville,2003)．国内でも1995年兵庫県南部地震以降，M7クラスの内陸地殻内地震が頻
発しており，2008年岩手・宮城内陸地震(Mw6.9)，2011年福島県浜通り地震(Mw6.6)，2014年長野県神城断層地
震(Mw6.2)で地表地震断層が確認されている．そこで，本検討では，近年発生した国内の内陸地殻内地震を対象
として，地表及び潜在断層地震の地震動特性及び震源特性の比較を行った．そして，得られた断層パラ
メーターに基づいて地震動シミュレーションを実施し，観測された地震動特性の再現を試みた． 
地震動特性は，スペクトル距離減衰式(Chiou and Youngs,2006)から得られる平均加速度応答スペクトルに対す
る強震観測記録より得られる加速度応答スペクトルの偏差から比較を行った．このとき，地表面の強震観測記
録から野津ほか(2005)によって評価されたサイト増幅特性を除することで，堆積層に起因するサイト増幅の影
響を取り除き，地震基盤相当の地震波形から加速度応答スペクトルを算出した．その結果，潜在断層地震の地
震動特性は地表断層地震のものより大きくなり，Somerville(2003)と調和的な結果が得られた． 
震源特性の比較は，地表および潜在断層地震の断層パラメーターから行った．断層パラメーターは震源イン
バージョン解析により得られた震源断層のすべり量分布から，Somerville et al. (1999)の一定規範によ
り，断層破壊領域及びアスペリティ領域を抽出することで得られた．これらの断層パラメーターから特性化震
源モデルを設定し，統計的グリーン関数法により地震動シミュレーションを行った結果，地表及び潜在断層地
震の地震動特性を概ね再現することができた． 
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